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宗
谷
の
学
校
づ
く
り
に
は
、
民
主
的
な
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
校
長
先
生
を
先
頭
に
、
目
の
前
の
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
話
し
合
い
進
め
て
き
た

財
産
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
財
産
は
私
た
ち
の
先
輩
が

「
主
任
」
制
度
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
学
習
を
怠

る
こ
と
な
く
、
理
解
を
深
め
合
意
づ
く
り
を
大
切
に

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
今
の
時
代
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
宗
谷
で
は
、
組
合
加
入
の
有
無
を
問
わ
ず
「『
主

任
手
当
て
』
を
個
人
所
得
に
し
な
い
合
意
」
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。
主
任
手
当
の
意
図
を
押
さ
え
、

次
の
方
針
を
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
ま
し
た
。 

     

   

こ
れ
ま
で
長
い
間
、
主
任
手
当
が
拠
出
さ
れ
続
け

て
い
ま
す
。
も
と
を
た
ど
れ
ば
、
宗
谷
教
組
が
誕
生

す
る
以
前
か
ら
大
事
に
さ
れ
て
き
た
確
固
た
る
意
志

を
私
た
ち
の
先
輩
方
が
確
か
め
合
っ
た
と
い
う
事
実

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
宗
谷
で
は
当
た
り
前
に
使

わ
れ
て
い
る
「
力
合
わ
せ
」
と
い
う
言
葉
。
民
主
的

な
学
校
づ
く
り
が
管
内
中
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
…
の
他
の
地
域
に
は
な
い
言
葉
で
す
。 

「
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
、
よ
り
よ
い
学
校
づ
く

り
を
進
め
よ
う
！
」
―
―
こ
の
言
葉
が
「
絵
に
描
い

た
餅
」
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、「
主
任
」
手
当
て

に
関
す
る
合
意
づ
く
り
は
大
き
な
関
係
が
あ
る
は
ず

で
す
。「
手
当
」
に
よ
る
差
別
賃
金
と
組
織
分
断
の
推

進
と
い
う
こ
の
制
度
の
本
質
を
見
抜
き
バ
ラ
バ
ラ
攻

撃
を
打
破
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
改

め
て
、
拠
出
す
る
こ
と
の
意
義
を
確
か
め
合
い
、「
主

任
」
手
当
を
「
個
人
所
得
」
に
し
な
い
職
場
の
意
思

統
一
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

    

宗
谷
教
組
が
誕
生
す
る
ず
っ
と
前
。
主
任
手
当
の

運
動
の
特
に
「
活
用
」
に
関
わ
っ
て
、
当
時
の
宗
谷

１９７０年代から取り組み続けている運動に「主任手当」に関する三つの取り組みがあります。一貫した

姿勢で臨んだこの取り組みが現代につないできた財産は、「力合わせ」という営みです。私たちは、歴史を学

び未来へつなげる役割があります。「主任」制度について職場の全教職員で学び合い確かめ合うことを大切に

しましょう。 
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の
教
職
員
組
合
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

①
宗
谷
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
に
直
接
関
わ
る
活
用 

②
保
護
者
・
住
民
か
ら
の
理
解
・
支
持
が
得
ら
れ
る
活
用 

③
「
主
任
」
制
度
の
継
続
を
前
提
に
し
な
い
活
用 

 

二
〇
一
三
年
に
は
「
第
二
次
教
育
振
興
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
一
部
新
聞
報
道
に
よ
る
と
主
任
制
度

そ
の
も
の
の
存
続
が
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
情

報
も
あ
り
ま
す
。
三
原
則
が
そ
れ
ぞ
れ
動
い
て
い
る

中
で
、
今
後
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。 

あ
な
た
は
、
上
記
①
～
③
の
条
件
を
満
た
す
「
活

用
」
っ
て
ど
ん
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
か
？ 

「
ど
う
せ
無
理
だ
し
」
―
―
―
そ
ん
な
こ
と
を
言

わ
ず
に
、
ぜ
ひ
ア
イ
デ
ア
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

「 
主
任
」の
意
図
を
入
れ
な
い 

職
場
づ
く
り
を
進
め
よ
う
！ 

①学校を基礎に

自主的・自覚的

に手当てを拠

出する体制を

確立すること 

②教職員と父母

との共同での

保管体制を確

立すること 

③教職員と父母

との共通理解

にもとづく、活

用体制を確立

すること 

 

民
主
的
学
校
づ
く
り
に 

分
断
と
い
う
意
図
を
入
れ
さ
せ
な
い 

「拠
出
の
取
り
組
み
」 

 

父
母
住
民
と
教
職
員
が 

差
し
迫
っ
て
必
要
な
教
育
活
動
費
に 

「活
用
」っ
て
な
ん
だ
？ 

 

２０１２年から、いわゆる「勤務の割振り変更」が認め

られるようになりました。修学旅行の引率、運動会や学芸

会・学校祭などが対象でした。今回、その適用が拡大され、

登校時の通学指導や校区内巡視にも適用されるようになり

ました。みなさんの学校では、春の交通安全指導で変化は

ありましたか？ 

 

対象業務 定    義 

登校時の 

通学指導業務 

  学校保健安全法第２７条に基づく自校の学

校安全計画に規定されあらかじめ予定して行

う業務のうち、児童生徒の登校時の安全指導・

安全管理のため、公務として従事する街頭での

指導業務をいう。 

校区内巡視業務 

 学校保健安全法第２７条に基づく自校の学

校安全計画に規定されあらかじめ予定して行

う業務のうち、地域の祭典等における児童生徒

の安全指導・安全管理のため、公務として従事

する校区内での巡視業務をいう。 

 

道教委は、まず道立学校に対して規則の改正を行います。

そして、市町村教育委員会がそれぞれに規則の改正をする

という運びです。各市町村ではどのような段取りで規則が

変更されるのか、その周知はどうするのか…等、確かめま

しょう。 
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 ４月１１日、青年部と臨教部による合同

学習会「センセとたまごのがっこin Soya」

が開催されました。テーマは「学級づくり・

集団づくり」、講師は豊富中学校の岩井先生

でした。「集団づくりって何だろう」「集団

づくり実践のポイント」など、わかりやす

く教えていただき、明日の実践に生かすこ

とのできる内容でした。道教組青年部長の

太田先生（上川教組）も出席され、宗谷だ

けではなく全道規模の学習会になりまし

た。参加者は２０名以上という過去最高人

数でした。 

 第２回センたまは６月１３日（土）１４：

００～稚内北星学園大学４０１号室で行わ

れます。内容は「学期末に向けて」。懇談会

で話すことや評価について、どうしていま

すか？講師は現在依頼中です。宗谷の先生

全員が同じ所見を書くことはないですよ

ね。そこにいる子どもも違えば、書く教師

も違う。頑張ったことを評価し、２学期に

向けてどのように頑張らせるのか…みんな

で学び合いましょう。お誘い合わせのうえ、

ぜひご参加ください。お待ちしています。 

み
な
さ
ん
、全
教
共
済
に
加
入
し
て
い

ま
す
か
？
最
近
な
る
ぞ
う
く
ん
か
ら
マ

モ
ル
ン
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
か
変
わ
り

ま
し
た
ね
。み
ん
な
で
入
り
ま
し
ょ
う
！

と
言
っ
て
も
、
「
全
教
共
済
っ
て
何
？
」

「
私
は
も
う
保
険
に
入
っ
て
い
る
か
ら

…
」と
い
う
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
今
回
は
「
全
教
共
済
に
つ
い

て
」
学
び
ま
し
ょ
う
。 

 

① 

全
教
共
済
と
は
？ 

 

宗
谷
教
職
員
組
合
が
加
盟
し
て
い

る
、
全
日
本
教
職
組
合
が
運
営
す
る

教
職
員
の
た
め
の
自
主
共
済
で
す
。

利
益
を
求
め
ず
に
掛
金
の
全
て
を
怪

我
や
病
気
に
よ
る
入
院
、
火
災
、
自

動
車
事
故
な
ど
に
対
す
る
給
付
や
運

営
に
必
要
な
経
費
と
し
て
使
っ
て
い

ま
す
。 

② 

全
教
共
済
の
種
類 

全
教
共
済
に
は
次
の
共
済
が
あ
り
ま

す
。 

・
全
教
共
済
…
月
に
６
０
０
円
の
掛

金
で
結
婚
や
出
産
等
の
お
祝
い
金
を

給
付
、
本
人
や
配
偶
者
が
亡
く
な
っ

た
時
や
災
害
で
被
害
を
受
け
た
時
に

お
見
舞
い
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。 

し
か
も
退
職
時
に
掛
金
が
全
額
戻

り
ま
す
！ 

・
教
職
員
賠
償
責
任
共
済
…
他
の
共

済
に
加
入
す
る
こ
と
が
条
件
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
教
育
活
動
中
に
起
こ

っ
た
「
事
故
」
に
つ
い
て
の
責
任
が

求
め
ら
れ
た
場
合
の
損
害
賠
償
金
や

応
訴
費
用
を
保
証
す
る
制
度
で
す
。 

・
自
動
車
共
済
…
何
事
も
な
い
こ
と

が
一
番
で
す
が
、
万
が
一
に
備
え
て

み
な
さ
ん
保
険
に
は
加
入
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
他
と
の
違
い
は
、「
教

職
員
の
身
分
を
守
る
力
」
で
す
。
万

が
一
の
時
、
お
金
だ
け
で
は
な
く
、

身
分
を
守
る
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
く
れ
ま
す
。
Ｗ
の
安
心
が
こ
こ

に
あ
り
ま
す
。 

・
年
金
共
済
…
「
自
分
は
年
金
が
も

ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
…
」
と
い
う
心

配
が
つ
き
な
い
今
日
こ
の
頃
。
自
分

の
生
活
を
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

個
人
年
金
な
の
で
税
金
の
控
除
対
象

に
も
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
加
入
月

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
ご

相
談
を
。 

ど
れ
も
入
っ
て
い
て
損
を
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し

ょ
う
。「
話
を
聞
き
た
い
」「
こ
れ
は
ど

う
な
の
？
」
「
共
済
に
は
入
っ
て
る
け

ど
、
何
に
入
っ
て
い
て
何
に
入
っ
て
い

な
い
の
か
わ
か
ら
な
い
…
」
と
い
っ
た

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

教
職
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
は
可
能

で
す
。
こ
の
記
事
を
読
ん
だ
こ
と
を
機

に
周
り
の
先
生
方
に
も
声
を
掛
け
ま
し

ょ
う
。

 

 

管内若者の集い 
ついに復活！ 

 

 今年、管内若者の集いが復活します。実に４年

ぶり。「待ってました！」という方も多いのでは

ないでしょうか？ 

広い宗谷の先生方が１ヶ所に集まり、学んだ

り、楽しんだりして交流を深めます。場所は礼文

です。島ってイイですよね…。でも、行ってみな

いと良さを体感できないんです。 

７月２５日～２６日を予定し、礼文支部では準

備を進めてくれています。この機会にみんなで礼

文に行き、礼文の良さを共感してきましょう！！

そして礼文支部をみんなで激励しましょう。

 

◆この春、宗谷情報がリニューアルし

ました。…とはいっても、パッと見た

ところあまり大きな変化はありませ

ん。「書き手が増えた」という変化です。 

これまで、宗谷情報の記事を執筆した

り、レイアウトをするのは本部の書記

長でした。「こんにちは。宗谷教組書記

長の内藤です。」と初めてお会いした組

合員の方と話をすると…、『えっ、書記

長？ あぁ、宗谷情報書いてる人でし

ょ！？』と言われたこともあります。 

道教組に集う各単組では、執行委員会

（本部の会議）の際などに分担して書

いているという例があります。宗谷教

組でも、こうした動きを取り入れなが

ら、本部から「組合はこうして、みん

なで動いている」ということを体現し

ていきたいと考えました。 

そうした中で、今年度の「宗谷情報編

集長」に、副委員長の遠藤先生が就任。

さっそく、この宗谷情報第２号から、

記事を執筆してくれています。そして、

今後はたくさんのみなさんに執筆依頼

をしながら、この「宗谷情報」の紙面

を作っていきたいと考えています。 

◆最近、こんな言葉をいただきました。

「最近、組合はちっちゃい集まりをた

くさんやっているんだね。すごくいい

と思うよ」。うれしいことです。こうし

て伝わっていくことが。今年度からの

３年間は、組合づくりをみんなで豊か

にする３年間です。学び愛フェスタで

は、これまでにないくらいたくさんの

先生方が来てくださいました。「この組

合を、みんなで考え集いながら、豊か

にしていきたい」と考えて、今年の運

動を組み立てていきます。 

 

 

み
ん
な
で
全
教
共
済
に
入
ろ
う
！ 

 


